
春
の
装
い
と
共
に
、
大
き
な
喜
び
と
少

し
の
寂
し
さ
が
入
り
交
じ
っ
た
旅
立
ち
、

そ
し
て
新
た
な
出
会
い
に
希
望
溢
れ
る
時

候
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
は
、
平
成
20
年
上
島
町
議
会
第
１

回
定
例
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
た
小
中
学
校
も
３
学
期
が

始
ま
り
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
魚
島
地

区
で
の
学
校
給
食
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。
私
も
小
中
学
校
時
代
の
給
食
時
間
の

楽
し
さ
を
思
い
起
こ
す
と
、
給
食
と
は
単

な
る
食
事
の
提
供
で
は
な
く
、
子
供
た
ち

が
授
業
以
外
で
数
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
で
も
あ
り
、
食
育
と
し
て
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
村
合
併
後
、
生
名
地
区
・
魚
島
地
区

と
新
た
に
給
食
を
開
始
し
、
上
島
町
全
域

で
給
食
完
全
実
施
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、「
心
豊
か
な
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
教
育

環
境
の
充
実
に
も
つ
な
が
り
、
改
め
て
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
が
主
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お

い
て
、
今
回
も
県
下
で
上
島
町
が
参
加
率

第
１
位
と
な
り
、
愛
媛
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
の

加
戸
知
事
へ
の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

の
中
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
直
接
知

事
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
「
慈
愛
の
心
」
と
「
仁
の
精
神
」

を
品
格
豊
か
に
身
に
付
け
て
い
る
上
島
町

民
の
皆
様
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
た
め
、
困
っ
て
い
る

人
達
の
た
め
に
「
島
の
温
か
さ
」
を
伝
承

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
20
年
度
の
地
方
交
付
税

は
、
公
債
費
の
増
や
社
会
保
障
関
係
費
の

自
然
増
等
に
よ
り
、
大
幅
な
財
源
不
足
を

招
い
て
い
る
国
の
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、

地
方
の
厳
し
い
実
態
に
配
慮
し
３
年
ぶ
り

に
増
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
上

島
町
に
と
っ
て
も
わ
ず
か
な
増
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
税
の
偏
在
是
正
策
に
つ

い
て
、
法
人
事
業
税
の
一
部
を
国
税
に
改

め
た
上
で
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
と
し
て

都
道
府
県
に
配
分
す
る
方
向
が
固
ま
っ
た

こ
と
を
受
け
、
偏
在
是
正
効
果
と
な
る
４

０
０
０
億
円
を
財
源
と
す
る
地
方
交
付
税

特
別
枠
と
し
て
「
地
方
再
生
対
策
費
」
が

新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
配
分
割
合
は

都
道
府
県
が
１
５
０
０
億
円
、
市
町
村
が

２
５
０
０
億
円
と
な
り
、
面
積
の
ほ
か
第

１
次
産
業
就
業
者
や
高
齢
者
の
人
口
比
率
、

市
町
村
で
は
こ
れ
に
加
え
耕
地
や
林
野
面

積
な
ど
の
基
準
に
算
定
し
、
財
政
状
況
の

厳
し
い
地
域
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
交
付
税
の
依
存
が
大

き
い
本
町
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
後
押
し

に
な
り
ま
す
。

国
民
の
関
心
事
で
あ
る
租
税
特
別
措
置

法
改
正
案
の
道
路
特
定
財
源
暫
定
税
率
延

長
に
つ
い
て
は
、「
つ
な
ぎ
法
案
」
の
提

出
や
取
り
下
げ
等
「
ね
じ
れ
国
会
」
の
下
、

混
乱
を
し
て
い
ま
す
が
、
上
島
町
に
と
っ

て
「
ガ
ソ
リ
ン
が
25
円
安
く
な
る
」
と
の

言
葉
は
耳
触
り
が
良
い
だ
け
で
、
短
絡
し

て
結
論
に
導
く
主
張
で
あ
り
ま
す
。
平
成

17
年
度
予
算
に
基
づ
く
現
在
の
負
担
割
合

に
よ
る
試
算
に
よ
る
と
、
暫
定
税
率
が
廃

止
さ
れ
た
場
合
の
上
島
町
道
路
事
業
へ
の

影
響
額
は
、
町
直
接
の
税
収
を
は
じ
め
町

内
県
道
分
の
県
負
担
や
国
負
担
を
含
め
る

と
概
算
で
年
間
10．

８
億
円
で
あ
り
、
そ

れ
が
本
則
税
率
に
戻
る
と
５．

２
億
円
、

48
％
減
と
い
う
数
字
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
当
然
に
そ
の
影
響
を
受
け

て
上
島
町
の
社
会
保
障
費
や
教
育
費
な
ど
、

す
べ
て
の
予
算
を
削
減
す
る
要
因
に
な
り

ま
す
。

道
路
整
備
が
遅
れ
、
車
両
の
す
れ
違
い

が
で
き
な
い
町
内
幹
線
道
路
問
題
を
解
消

す
る
為
、
更
に
は
町
民
の
念
願
で
あ
る
上

島
架
橋
全
通
の
た
め
に
も
、
上
島
町
は
、

道
路
特
定
財
源
が
道
路
を
作
る
た
め
の

「
目
的
税
」
と
し
て
創
設
さ
れ
て
い
る
以

上
、
今
後
も
暫
定
税
率
維
持
を
主
張
し
続

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

愛
媛
県
の
平
成
20
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
７
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
、
19
年
度

の
骨
格
予
算
で
あ
る
当
初
予
算
を
政
策
的

に
肉
付
け
し
た
同
年
度
６
月
補
正
を
約
１

９
８
億
円
下
回
る
超
緊
縮
型
と
な
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
19
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
増

額
継
続
事
業
と
し
て
「
新
し
い
地
方
自
治

の
確
立
」
を
目
的
と
す
る
上
島
架
橋
整
備

事
業
費
が
18
億
６
５
０
５
万
円
と
い
う
大

型
予
算
で
計
上
さ
れ
て
お
り
、
弱
い
地
域

に
適
切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

加
戸
県
政
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
島
町
の
平
成
19
年
度
当
初
予
算
編
成

時
に
は
12
億
９
０
０
０
万
円
も
の
財
源
不

足
が
生
じ
ま
し
た
が
、
20
年
度
の
当
初
予

算
に
お
い
て
も
12
億
７
０
０
０
万
円
の
基

金
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
要
因
は
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ

る
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
率
の
低
さ
が
あ

げ
ら
れ
、
基
金
繰
入
金
を
除
い
た
実
質
の

自
主
財
源
の
割
合
は
22．

８
％
に
す
ぎ
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平
成
20
年
上
島
町
議
会
第
1
回
定
例

会
が
、
3
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
51
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
本

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
上
村
町
長
か
ら

の
行
政
報
告
が
あ
り
、
一
般
質
問
の
後
、

28
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
休
会
に
入

り
ま
し
た
。

18
日
に
再
開
さ
れ
た
継
続
本
会
議
で

は
、
23
議
案
の
審
議
と
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
当
初
予
算
の
説
明
が
行
わ

れ
、
第
1
回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主

な
内
容
、
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
20
年

第
1
回
定
例
会

上
村
町
長
の
行
政
報
告



ず
、
国
や
県
に
依
存
し
て
い
る
体
質
に
変

わ
り
は
な
く
、
財
政
運
営
上
極
め
て
弾
力

性
が
乏
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

た
だ
、
平
成
20
年
度
の
上
島
町
町
税
収

入
見
込
み
６
億
５
０
０
０
万
円
の
内
、
法

人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比
23．

２
％
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
造
船
振
興
計
画
等
に
よ
る
造
船
関
連

企
業
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
上
島
町
に

と
っ
て
も
明
る
い
兆
し
で
あ
り
、
引
き
続

き
造
船
振
興
・
産
業
振
興
に
対
す
る
行
政

の
側
面
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
出
に
お
い
て
は
、
行
政
改
革
大
綱
や

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
職
員
削
減
に

よ
る
人
件
費
の
抑
制
を
は
じ
め
、
18
年
度

の
決
算
状
況
や
監
査
で
の
指
摘
に
よ
る
経

常
的
な
物
件
費
等
の
原
則
８
％
削
減
等
、

経
費
の
効
率
化
や
積
極
的
な
節
減
に
努
め

た
編
成
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
上
島
町
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
施
設
整
備
で
あ
る

立
石
港
整
備
事
業
・
公
営
住
宅
整
備
事

業
・
町
道
改
良
事
業
さ
ら
に
は
、
産
業
振

興
の
た
め
の
造
船
用
地
造
成
工
事
、
教
育

環
境
整
備
に
よ
る
岩
城
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
の
増
大
や
、

制
度
改
正
に
伴
う
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

経
費
の
新
規
計
上
・
補
償
金
な
し
の
繰
上

償
還
、
あ
る
い
は
岩
城
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更

新
・
立
石
会
館
解
体
工
事
・
久
司
浦
集
会

所
新
築
工
事
や
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

よ
る
地
区
要
望
の
予
算
化
等
に
よ
り
前
年

度
比
４．

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

上
島
町
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
長
期
的

な
財
政
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
愛
媛
県

が
自
治
体
財
政
健
全
化
法
の
解
説
の
中
で
、

県
内
市
町
は
自
治
体
財
政
の
健
全
度
評
価

に
つ
い
て
、
破
綻
状
態
の
「
財
政
再
生
団

体
」
に
陥
る
自
治
体
は
な
く
、
県
内
市
町

の
財
政
状
況
は
比
較
的
健
全
と
の
見
解
を

示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
が
市
町
村
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
で
、

２
０
０
６
年
度
の
医
療
給
付
費
が
全
国
平

均
を
大
幅
に
上
回
り
医
療
費
抑
制
改
革
の

策
定
を
義
務
付
け
た
の
は
、
全
国
で
84
市

町
村
、
愛
媛
県
で
は
四
国
中
央
市
と
上
島

町
で
あ
る
と
発
表
し
、
ま
た
今
回
の
上
島

町
補
正
予
算
に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
、

本
町
の
医
療
費
は
大
幅
に
膨
ら
ん
で
お
り

財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
安
定
化
計
画
指
定
市
町
村
」

と
し
て
３
月
末
ま
で
に
具
体
的
な
目
標
を

定
め
、
医
療
費
抑
制
計
画
の
提
出
等
に
よ

り
適
正
な
予
算
執
行
の
義
務
が
あ
る
よ
う

に
、
上
島
町
は
今
後
と
も
身
の
丈
に
あ
っ

た
支
出
を
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
、「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め

08
」
に
お
い
て
上
島
町
の
作
品
が
第
１
位

の
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ

は
「
ご
飯
だ
け
も
っ
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、

内
容
に
つ
い
て
は
、
年
間
２
０
０
回
の
Ｃ

Ｍ
放
映
権
を
獲
得
し
ま
し
た
の
で
、
楽
し

み
に
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
Ｃ
Ｍ
を
ご
覧
に
な
り
「
ご
飯
だ
け

も
っ
て
」
上
島
町
を
訪
れ
る
方
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
温
か
く
迎
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
町
外
か
ら
数
多
く
の
お
客
様
が

交
流
に
訪
れ
、
上
島
町
の
各
地
域
が
「
共

に
栄
え
」「
発
展
」
す
る
こ
と
を
経
済
の

目
標
に
、「
正
直
は
最
上
の
政
策
で
あ
る
」

と
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
言
葉
を
政
治
の
規

範
と
し
て
、
行
政
運
営
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
上
島
町
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
に
自
己
啓
発
等
休
業
制

度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
関
係
規
定

を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
条
例

上
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴

い
、
新
た
に
そ
の
設
置
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備

す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備

す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

上
島
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
、

現
行
の
給
料
額
見
直
し
の
答
申
を
受
け
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

上
島
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
、

現
行
の
給
料
額
見
直
し
の
意
見
を
受
け
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
及
び
職
員
の
通
勤
手
当
の
見

直
し
に
伴
い
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備

す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

2008年5月　　5

条

例

議

案

議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

【
第
１
回
定
例
会
】
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■
上
島
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
を
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
及
び
船
舶
事
業
会
計
を
生

名
船
舶
事
業
会
計
、
魚
島
船
舶
事
業
会
計

に
分
割
す
る
た
め
、
関
係
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
、
関
係

規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
を
図
る

た
め
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
環
境
美
化

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ご
み
の
収
集
・
運
搬
、
処
理
の
一
元
化

に
伴
い
、
指
定
ご
み
袋
等
を
改
定
す
る
も

の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
生
名
船
舶
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

各
種
障
害
者
の
旅
客
運
賃
割
引
を
変
更

す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
魚
島
船
舶
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

各
種
障
害
者
の
旅
客
運
賃
割
引
の
変
更

及
び
回
数
旅
客
運
賃
を
新
規
導
入
す
る
も

の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
に
よ
る
下
水
道
分
担
金
等
徴
収
事

務
怠
慢
に
よ
り
、
町
民
の
町
政
に
対
す
る

信
頼
を
損
ね
た
こ
と
に
関
し
、
町
長
及
び

副
町
長
の
町
政
の
責
任
者
と
し
て
の
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
19
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
10
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
全
13
議
案
）

●
一
般
会
計
（
２
議
案
）

【
補
正
額
】

６
億
３
２
４
０
万
円

【
総
　
額
】
８
０
億
７
８
２
０
万
円

●
上
水
道
事
業
会
計

【
補
正
額
】

１
億
９
８
１
８
万
円

【
総
　
額
】

４
億
５
５
９
１
万
円

●
特
別
会
計
（
10
会
計
）

■
上
島
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
根

幹
的
施
設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
変
更
内
容
】

委
託
協
定
事
業
費

変
更
前
　
１
億
４
７
５
０
万
円

変
更
後
　
１
億
４
６
７
０
万
円

―
可
　
　
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
上
弓
削
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
整
備
工

事
（
分
割
の
２
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
７
２
９
７
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】

越
智
郡
上
島
町
弓
削
鎌
田
２
３
７
番
地

有
限
会
社
　
小
川
工
務
店

代
表
取
締
役
　
小
川
　
俊
治

―
可
　
　
決
―

■
平
成
20
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

―
原
案
可
決
―

平
成
20
年
度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
額

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

前
例
踏
襲
主
義
を
廃
し
、
時
代
の
流
れ

を
的
確
に
と
ら
え
「
入
り
を
計
り
て
、
出

ず
る
を
制
す
」
と
い
う
予
算
編
成
の
基
本

原
則
に
則
り
、
歳
入
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
税
等
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
歳
出
に
つ
い
て
は
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
を
基
本
に
、
緊
急
性
・
重
要
性
の
高

い
事
業
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
上
げ
る
こ
と

と
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
議
案

そ

の

他

議

案

当
初
予
算
議
案

―
原
案
可
決
―

介護保険
補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

30万円

6億1370万円

▲230万円

6480万円

▲3150万円

4120万円

－万円

2億5230万円

830万円

2億4000万円

介　　護
サービス

浄 化 槽

船　　舶

特別養護
老人ホーム

国　　民
健康保険

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

1億2460万円

13億2000万円

▲6600万円

13億7910万円

▲1530万円

6億3270万円

▲120万円

8200万円

▲2680万円

1億3820万円

老人保健

公　　共
下 水 道

ＣＡＴＶ

農　　業
集落排水

前
記
の
と
お
り
、
平
成
20
年
上
島
町
議

会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計

予
算
（
町
の
主
な
収
入
・
支
出
を
総
合
的

に
管
理
す
る
会
計
）
と
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
な
ど
18
の
特
別
会
計
予
算
等
（
特

定
の
事
業
を
特
定
の
資
金
で
運
用
す
る
会

計
）
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
特
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
関
連
の
深
い
一
般
会
計
の
内
訳
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

平
成
20
年
度
　
当
初
予
算

予
算
編
成
基
本
方
針




